
 
 
 
 
 
 

 
 

2,000 億円を超える大規模投資

バイオ医薬品
原薬の大量製造に対応、原薬
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投資で、バイオ医薬品の開発・製造受託の事業成長

医薬品の大型製造拠点を米国
原薬製造から製剤化・包装までワンサイト・ワンストップ
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※1 低分子医薬品では実現できない作用を持つ、たんぱく質などの生体分子を活用した医薬品。インスリンや成長ホルモンの他に、

ワクチン、抗体医薬品、遺伝子治療薬などを含む。 

※2  Contract Development & Manufacturing Organization の略。薬剤開発初期の細胞株開発から生産プロセス開発、安定性試験、

治験薬の開発・製造、市販薬の製造までの幅広いサービスを製薬企業などに提供する。 

※3  自動注射器のことで、注入ボタンを押したり、皮膚に押し当てたりすることで、薬液を注入できる製剤（あるいは剤形）のこと。 

※4 バイオ医薬品のみならず、低分子医薬品の開発・製造受託も含む。 

 

 

 【新拠点の概要】 

１ 場所 米国  

２． 総投資金額 2,000 億円超 

３． 設備 

  

【原薬製造ライン】 

・20,000 リットル動物細胞培養タンク（8 基）などの導入 

【製剤製造ライン】 

・全自動型製剤製造システムの導入 

【包装ライン】 

多品種のシリンジ用デバイスの組立が可能な機器や自動ラベル貼付・梱包装置

などの導入 

４． 稼働時期 2025 年春 

 

 

 

（参考）FUJIFILM Diosynth Biotechnologies 概要 

FUJIFILM Diosynth Biotechnologies（FDB）は、英国・米国・デンマークに拠点を有し、抗体医薬品やホルモ

ン製剤、遺伝子治療薬、ワクチンなどあらゆる種類のバイオ医薬品の開発・製造受託を行っています。30 年

以上にわたる実績・経験を持ち、業界をリードする独自の高生産性技術「pAVEway™」「Apollo™X」を活用した

細胞株開発からプロセス開発、治験薬製造、商業生産まで包括的な受託サービスを提供しています。 

FDB は、英国の FUJIFILM Diosynth Biotechnologies UK Limited（FDBK）、米国の FUJIFILM Diosynth 

Biotechnologies U.S.A., Inc.（FDBU）と FUJIFILM Diosynth Biotechnologies Texas, LLC（FDBT）＊、デンマーク

の Biogen (Denmark) Manufacturing ApS（FUJIFILM Diosynth Biotechnologies Denmark ApS に社名を変更予

定）で構成されており、FDBK と FDBＵは三菱商事株式会社より 20％の出資を受けています。 

＊FDBＴは FDBU の 100%子会社。 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 
【報道関係】 富士フイルムホールディングス株式会社コーポレートコミュニケーション部 広報グループ       

TEL 03-6271-2000 

【その他】    富士フイルム株式会社 バイオ CDMO 事業部                                   TEL 03-6271-3025 


